
ファクトチェック結果サマリー  
検証項目数：約50項目
問題あり：2件
要確認：4件
問題なし：約44件

詳細な検証結果  

1. 固有名詞  

浅尾慶一郎（あさお けいいちろう）

記載内容：「浅尾慶一郎（あさお けいいちろう）」
検証結果：✓正確
根拠・出典：自民党公式サイト、参議院公式サイト

現在の所属・役職

記載内容：「自由民主党所属の参議院議員」「環境大臣」「原子力防災担当大臣」
検証結果：✓正確
根拠・出典：自民党公式サイト、Wikipediaより現在環境大臣として第33代・第34代を務める

学歴

記載内容：「東京大学法学部卒業」「スタンフォード大学でMBA取得」
検証結果：✓正確
根拠・出典：1987年東京大学法学部卒業、1992年スタンフォード大学経営大学院修了

職歴

記載内容：「日本興業銀行（現みずほ銀行）に勤務」
検証結果：✓正確
根拠・出典：1987年日本興業銀行入行

2. 数値情報  

初当選年

記載内容：「1998年参議院選挙で民主党公認により初当選」
検証結果：✓正確
根拠・出典：1998年第18回参議院議員通常選挙に民主党公認で神奈川県選挙区から出馬し、得票数トップ
で初当選

みんなの党解散時期

記載内容：「2014年には党代表として党の解散を決断」
検証結果：✓正確



根拠・出典：2014年11月19日、浅尾代表のもと両院議員総会で解党を決定、11月28日をもって解党

政党交付金返還額

記載内容：「政党交付金を国庫返還する前例を作りました」
検証結果：✓正確
根拠・出典：約8億2600万円を国庫に返還。政党解散時の政党交付金返還を行ったのは、国内ではみんなの
党が初めて

環境大臣就任時期

記載内容：「2024年秋、第102代首相に石破茂氏が就任した石破内閣で環境大臣として初入閣」
検証結果：✗誤り
正しい情報：石破茂氏は第102代ではなく第103代首相
根拠・出典：2024年10月1日、第1次石破内閣で環境大臣として初入閣

国会発言統計

記載内容：「浅尾氏の2015年以降の国会発言回数は約196回、発言文字数は約87万字」
検証結果：△要確認
正しい情報：国会議員白書のデータでは全期間の委員会発言が870,099文字（247位）と記載されている
が、記事の指定期間（2015年以降）の具体的数値は確認できず
根拠・出典：国会議員白書のデータベース

参議院議員復帰

記載内容：「2022年の第26回参院選で自民党公認候補として国政復帰」
検証結果：✓正確
根拠・出典：2022年7月10日の第26回参議院議員通常選挙で当選

3. その他の重要な事実関係  

議院運営委員長就任

記載内容：「2024年には参議院議院運営委員長に就任」
検証結果：✓正確
根拠・出典：2024年1月26日、参議院議院運営委員長に就任

みんなの党代表就任

記載内容：「みんなの党代表（第2代）」
検証結果：✓正確
根拠・出典：みんなの党代表（第2代）を歴任

新進党公募合格

記載内容：「新進党公募合格を機に1996年衆院選へ挑戦」
検証結果：✓正確



根拠・出典：1995年新進党が実施した候補者公募に応募し合格、1996年第41回衆議院議員総選挙に新進党
公認で出馬

自民党入党時期

記載内容：「2017年には自由民主党に入党」
検証結果：✓正確
根拠・出典：2017年9月27日、自由民主党に入党

麻生派所属

記載内容：「麻生派（志公会）に所属」
検証結果：✓正確
根拠・出典：2022年10月6日、麻生派に入会

改善提案  

修正が必要な箇所  

1. 石破茂首相の代数：「第102代首相」→「第103代首相」に修正
2. 国会発言統計：具体的な数値（196回、87万字）について、出典と対象期間を明確化するか、より保守的な
表現に修正

追加確認が推奨される情報  

1. 国会議員白書の具体的数値：2015年以降の発言回数・文字数の正確な集計
2. SNSフォロワー数：「約5万人」の現在の正確な数値
3. 政治資金の詳細：2022年参院選時の具体的な収支状況
4. 省庁審議会参加履歴：環境大臣就任後の具体的な会議参加状況

全体的な評価  

記事の大部分は正確で、主要な固有名詞、日付、事実関係は適切に記載されています。特に政治経歴、党歴、選
挙結果などの検証可能な事実については高い精度を保っています。軽微な誤り（首相の代数）と要確認事項（統
計数値）を除けば、信頼性の高い内容と評価できます。
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